
第 55期
業務報告書
自　令和６年４月１日
至　令和７年３月31日



1

理事長

中 田　由紀人

　向暑の候、会員の皆様には益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。

　平素は備前日生信用金庫をご利用、お引き立ていただき誠にありがとうございます。

　ここに第55期（令和６年度）の業務状況を取りまとめましたので、ご報告申し上げます。

　令和６年度は日本銀行がマイナス金利政策を終了後、２度にわたり市場金利が上昇し、日

経平均株価も史上最高値を更新、日本経済全体としては回復傾向となりました。

　一方、依然として続くロシア・ウクライナ問題、中東情勢の地政学リスクによる資源価格

の高騰や記録的な円安傾向から輸入価格上昇に歯止めがかからず、価格の高騰による景気の

減速が懸念されています。

　さらに令和７年２月には、米国トランプ大統領が発動した関税引き上げ政策により、当金

庫のお取引企業にも大きな不安を残すこととなりました。

　こうした中、当金庫は地元事業者様に寄り添い、資金面以外にも様々な課題解決に取り組

んでまいりました。

　令和６年度の業績は、預金残高が2,189億円、貸出金残高が714億円となり、経常利益642

百万円、当期純利益756百万円を計上することが出来ました。

　また、金融機関の健全性・安全性を表す自己資本比率は12.46％となり、国内基準４％を

大きく上回っています。

　これもひとえにみなさまのご愛顧・ご支援の賜物と深く感謝しています。

　令和７年度におきましても、当金庫を取り巻く経営環境は依然として厳しい状況ではあり

ますが、経営理念の「信頼」「約束」「絆」のもと、地域社会の発展・繁栄に貢献できるよう

役職員一丸となって取組み、「地域に必要不可欠で無くてはならない信用金庫」を目指して

まいりますので、より一層のご支援、ご鞭撻をお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年６月　　

ごあいさつ
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庶務事項のご報告

私たちは地域に『信頼』され愛される金庫を
目指し、郷土の繁栄と社会への貢献に誠心誠意
奉仕します。

私たちは法令を守り礼節を重んじるとともに、
地域に寄り添いながら健全な経営を行うことを
『約束』します。

私たちは出会いや縁を大切にし、『絆』を深める
ことにより、地域と職員の明るい未来を応援し
ます。

◦創　　　　立　　昭和45年10月１日
◦出　 資　 金　　７億５千４百万円
◦会　 員　 数　　14,783名
◦店　 舗　 数　　17店舗
◦常勤役職員数　　186名
◦営  業  区  域　　岡山県／全域
　　　　　　　　　兵庫県／赤穂市・相生市・
　　　　　　　　　赤穂郡上郡町
◦本 店 所 在 地　　岡山県備前市伊部1660番地の7　

（令和７年３月31日現在）

信 頼

約 束

絆

1．顧客のニーズに真に応えられる体制の構築
2．安定した収益の確保による経営基盤の拡充
3．個々の能力が発揮できる人材の育成と活用
4．経営陣のガバナンス発揮による内部管理態勢の強化
5．コンプライアンスの徹底

　令和６年６月18日(火)、第54期通常総代会を当金庫
において開催しました。

【報告事項】
　第54期（令和５年４月１日～令和６年３月31日）業務
報告、貸借対照表及び損益計算書の内容報告の件

【決議事項】

第１号議案　令和５年度剰余金処分案承認の件

第２号議案　理事の退任並びに選任の件

第３号議案　退任理事への退職慰労金贈呈の件

令和６年
　４月１日　新入職員入庫式
　５月18日　第62回岡山県信用金庫野球大会への参加

（幹事金庫）
　６月15日　信用金庫の日
　６月18日　第54期通常総代会開催
　９月11日　第18回岡山県しんきん合同ビジネス交流
   会参加（当金庫より23社参加）
　10月19日　「備前焼まつり」チャリティバザー実施
　11月16日　役職員清掃活動
　11月26日　総代懇談会開催

令和７年
　２月８日　合併５周年記念講演会開催
   （講師：櫻井よしこ氏）
　２月10日　合併５周年（記念事業開催）
　２月15日　役職員懇親会（ホテルグランヴィア岡山）
　３月９日　備前♡日生大橋マラソン（役職員59名参加）

経営理念

総代会事項

経営基本方針

備前日生信用金庫の概要

令和６年度の歩み

備前日生信用金庫について
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(１）貸出金
　貸出金残高は、金融機関向け貸出金が満期償還によ
り1,500百万円減少、海運業向け貸出金が2,377百万円
減少したことにより、前期末比3,884百万円減少（減少率
5.15％）して71,436百万円となりました。
(２）預金積金
　預金積金残高は、相続預金が1,618百万円流出や生命
保険商品等へのシフトにより、前期末比2,773百万円減少
（減少率1.25％）して218,999百万円となりました。

(２）不良債権額・不良債権比率
不良債権額は前期末比178百万円増加の3,474百万円と

なりました。
　不良債権比率は、前期末比0.48ポイント増加の4.84％と
なりました。

(１）自己資本額・自己資本比率
　経営の健全性を示す自己資本比率は、前期比1.33ポイン
ト上昇し、12.46％となりました。国内基準の４％を上回る
水準を確保しております。

　令和６年度の収益の状況は、経常費用が92百万円増加
となりましたが、経常収益が149百万円増加したため、経
常利益は642百万円、本業の収益力を示すコア業務純益
は612百万円となりました。
　最終的に、特別損失、法人税等調整後の当期純利益
は、税効果会計の関係もあり、756百万円となりました。

業績ハイライト

営業活動の状況

収益の状況　

健全性指標　
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（令和７年３月31日現在）
（単位：百万円）

科　　　　　目 金　額 科　　　　目 金　額
（資産の部） （負債の部）

現 　 金 4,032 預 金 積 金 218,999
預 け 金 50,296 当 座 預 金 2,697
買 入 金 銭 債 権 3,907 普 通 預 金 110,416
金 銭 の 信 託 3,467 貯 蓄 預 金 2,876
有 価 証 券 99,618 通 知 預 金 500
国 債 4,212 定 期 預 金 95,788
地 方 債 5,814 定 期 積 金 5,363
社 債 37,849 そ の 他 の 預 金 1,357
株 式 767 借 用 金 -
そ の 他 の 証 券 50,974 借 入 金 -

貸 出 金 71,436 そ の 他 負 債 313
割 引 手 形 332 未 決 済 為 替 借 29
手 形 貸 付 5,345 未 払 費 用 104
証 書 貸 付 63,386 給 付 補 て ん 備 金 1
当 座 貸 越 2,371 未 払 法 人 税 等 0

そ の 他 資 産 1,932 前 受 収 益 58
未 決 済 為 替 貸 27 払 戻 未 済 金 3
信 金 中 金 出 資 金 1,408 払 戻 未 済 持 分 -
前 払 費 用 - リ ー ス 債 務 19
未 収 収 益 318 資 産 除 去 債 務 2
そ の 他 の 資 産 178 そ の 他 の 負 債 93

有 形 固 定 資 産 1,565 賞 与 引 当 金 74
建 物 822 退 職 給 付 引 当 金 201
土 地 534 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 104
リ ー ス 資 産 19 睡眠預金払戻損失引当金 2
建 設 仮 勘 定 - 偶 発 損 失 引 当 金 14
その他の有形固定資産 188 繰 延 税 金 負 債 14

無 形 固 定 資 産 24 債 務 保 証 153
ソ フ ト ウ ェ ア 17 負 債 の 部 合 計 219,878
その他の無形固定資産 7 （純資産の部）
前 払 年 金 費 用 324 出 資 金 754
繰 延 税 金 資 産 - 普 通 出 資 金 654
債 務 保 証 見 返 153 そ の 他 の 出 資 金 100
貸 倒 引 当 金 ▲5,457 資 本 剰 余 金 100
（うち個別貸倒引当金） ▲1,951 資 本 準 備 金 100

利 益 剰 余 金 12,444
利 益 準 備 金 755
そ の 他 利 益 剰 余 金 11,689
特 別 積 立 金 10,796
（ 体 質 強 化 積 立 金 ） (4,000)
当 期 未 処 分 剰 余 金 893

処 分 未 済 持 分 ▲30
会 員 勘 定 合 計 13,268
その他有価証券評価差額金 ▲1,844
評 価・ 換 算 差 額 等 合 計 ▲1,844
純 資 産 の 部 合 計 11,423

資産の部合計 231,302 負債及び純資産の部合計 231,302
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

貸借対照表
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（令和６年４月１日から令和７年３月31日まで）
（単位：千円）

科　　　　目    金　額 科　　　　目    金　額

経 常 収 益 3,661,906 経 費 2,071,514

資 金 運 用 収 益 2,793,965 人 件 費 1,377,790

貸 出 金 利 息 1,229,616 物 件 費 631,705

預 け 金 利 息 148,755 税 金 62,018

有価証券利息配当金 1,346,236 そ の 他 経 常 費 用 6,398

そ の 他 の 受 入 利 息 69,357 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 -

役 務 取 引 等 収 益 191,027 貸 出 金 償 却 -

受 入 為 替 手 数 料 62,533 株 式 等 売 却 損 -

そ の 他 の 役 務 収 益 128,493 そ の 他 資 産 償 却 75

そ の 他 業 務 収 益 116,761 そ の 他 の 経 常 費 用 6,323

国 債 等 債 券 売 却 益 103,583 経 常 利 益 642,505
国 債 等 債 券 償 還 益 696 特 別 利 益 14
そ の 他 の 業 務 収 益 12,480 固 定 資 産 処 分 益 14

そ の 他 経 常 収 益 560,152 そ の 他 の 特 別 利 益 -

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 307,796 特 別 損 失 114,440
償 却 債 権 取 立 益 9,959 固 定 資 産 処 分 損 21,099

株 式 等 売 却 益 122,425 減 損 損 失 87,451

金 銭 の 信 託 運 用 益 107,654 そ の 他 の 特 別 損 失 5,889

そ の 他 の 経 常 収 益 12,316 税 引 前 当 期 純 利 益 528,079
経 常 費 用 3,019,401 法人税、住民税及び事業税 1,600
資 金 調 達 費 用 133,977 法 人 税 等 調 整 額 △229,567
預 金 利 息 133,028 法 人 税 等 合 計 △227,967
給付補てん備金繰入額 948 当 期 純 利 益 756,046
借 用 金 利 息 - 繰越金 ( 当期首残高 ) 137,395
役 務 取 引 等 費 用 165,936 優先出資消却積立金取崩額 -
支 払 為 替 手 数 料 18,358 自己優先出資消却額(△) -
そ の 他 の 役 務 費 用 147,578 当 期 未 処 分 剰 余 金 893,441
そ の 他 業 務 費 用 641,573

外 国 為 替 売 買 損 -

国 債 等 債 券 売 却 損 641,235

国 債 等 債 券 償 還 損 -

国 債 等 債 券 償 却 -

そ の 他 の 業 務 費 用 338
（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

損益計算書
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（令和６年４月１日から令和７年３月31日まで）

円

当 期 未 処 分 剰 余 金
( 前 期 繰 越 金 )
( 当 期 純 利 益 )

893,441,639
(137,395,393)
(756,046,246)

積 立 金 取 崩 額
(利益準備金限度超過取崩額)

807,200
(807,200)

合　　　　計 894,248,839

これを次のとおり処分いたします。
円

剰 余 金 処 分 額
 利 益 準 備 金
 普通出資に対する配当金
 特 別 積 立 金
 (体 質 強 化 積 立 金)
繰 越 金（当期末残高)

 719,479,824
 ‒
(年３%) 19,479,824
 700,000,000
 (700,000,000)
 174,769,015

以上のとおり報告いたします。
　令和７年６月

理 事 長　中　田　由紀人　　理　　事　久　本　久　治
専務理事　小竹森　　　誠　　理　　事　髙　祖　淳　三
常務理事　有　𠮷　　　満　　理　　事　德　永　夕　子
常勤理事　中　川　正　典　　理　　事　藤　田　尚　弘

　　前記各項を監査の結果、正確かつ妥当であることを認めます。

常勤監事　原　田　修　二　　　　
監　　事　石　野　充　信　　　　
監　　事　荒　内　保　裕　　　　

　令和７年６月18日㈬に開催した第55期通常総代会におきまして、下記のとおり決議されましたので、お知ら
せします。

報告事項　第55期（令和６年４月１日～令和７年３月31日）業務報告、貸借対照表及び損益計算書の内容報告
の件

決議事項
　第１号議案　令和６年度剰余金処分案承認の件については、原案どおり承認されました。
　第２号議案　理事の任期満了に伴う選任の件については、原案どおり承認されました。
　第３号議案　監事の任期満了に伴う選任の件については、原案どおり承認されました。
　第４号議案　総代候補者選考委員選任の件については、原案どおり承認されました。

　尚、水都有限責任監査法人による監査の結果、適法と認められております。
（注）荒内 保裕は、信用金庫法第32条第５項に規定する員外監事です。

剰余金処分　

第55期　通常総代会決議事項のお知らせ



ぜひあなたも、備前日生信用金庫の会員になりませんか？

金利上乗せ定期預金「メンバーズプレミアムⅡ」
スーパー定期預金利率に年0.2％上乗せ！

消費者ローン金利優遇！

当金庫ATM時間外手数料無料!

店 舗 名 所　　在　　地 電 話 番 号

備前市

本店営業部 備前市伊部1660-7 (0869)64-4112
日生営業部 備前市日生町日生888-5 (0869)72-1151
伊里支店 備前市穂浪2852 (0869)67-0226
片上支店 備前市西片上15-1 (0869)64-4125
三石支店 備前市三石310 (0869)62-0112
吉永支店 備前市吉永町吉永中904-4 (0869)84-3151

瀬戸内市

牛窓支店 瀬戸内市牛窓町牛窓6396-7 (0869)34-3401
邑久支店 瀬戸内市邑久町尾張622-1 (0869)22-1125
虫明支店 瀬戸内市邑久町虫明4340-2 (0869)25-0311
長船支店 瀬戸内市長船町土師113-1 (0869)26-4421

和気町
和気支店 和気郡和気町福富648 (0869)93-1168
佐伯支店 和気郡和気町矢田296-7 (0869)88-1121

赤磐市
桜が丘支店 赤磐市桜が丘西1-11-6 (086)955-6111
赤磐支店 赤磐市沼田890-9 (086)955-2111

岡山市
平島支店 岡山市東区東平島146-6 (086)297-3200
上道駅前支店 岡山市東区上道北方665-1 (086)278-2551

赤穂市 赤穂支店 赤穂市加里屋中洲4-32-4 (0791)45-1501

店舗・ATM情報

店 舗 名 所　　在　　地 管理店舗

店
舗
外
Ａ
Ｔ
Ｍ

マックスバリュ備前店 備前市西片上1278‒3 片 上 支 店
ナンバ備前店 備前市香登西167‒1 本 店営業部
寒河出張所 備前市日生町寒河1083‒1 日 生営業部
塩屋出張所 赤穂市平成町79 赤 穂 支 店

（令和７年３月31日現在）

店舗一覧

備前日生信用金庫  個人出資会員様特典

※詳しくは渉外担当者または店頭窓口へお問い合わせください。
※出資金１万円以上保有のお客様が対象です。
※金利情勢の変動により、お客様にお断りなく取扱いを中止、または商品内容を
変更する場合があります。

特典1

特典2

特典3




